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企業経営の方向性及び情報処理技術活用の方向性の決定

経営ビジョン ・ ビジネスモデルの策定 と DX推進の全体像
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経営理念・経営ビジョン と DXビジョンについて

現場の知をデジタルで未来へつなぎ、地域と共に持続的な成長を実現する

経営ビジョンを実現するために掲げる 「DXビジョン」

経営ビジョン

働きやすさと品質で、次の世代に誇れる企業へ

訓子府機械工業は、創業以来、農業機械・食品加工機械の「地域にあった商品研究・開発」を重ね、地域産業と職を支える存在として歩んでまいりました。これか
らもお客さまの声に誠実に向き合い、信頼に応える製品づくりを通じて、社員とその家族が安心して働ける環境を大切にし、未来へ誇れる企業であり続けます。品質
と働きやすさの両立を追求し、地域社会と共に持続的な成長を実現していきます。

経営理念

信頼されるブランドを目指して挑戦を続け、地域産業に貢献しながら、人々の未来を支えていく

DXビジョンにこめた思い
訓子府機械工業は、現場の知恵と経験を核に、デジタルを通じて事業と地域をつなぐ産業プラットフォーム企業へと進化する。農業機械をはじめとした多角的な事業の価値をデータで結び合わ
せ、農業・生活基盤・地域社会の持続可能な発展に貢献する。社員一人ひとりの工夫や現場の声をデジタルで磨き上げ、未来の世代に知見として継承することで、「地域に根差し、世界へ価
値を発信するものづくり企業」を実現する。私たちは、DXを単なる効率化の手段ではなく、地域の課題を解決し、新しい可能性を創造する挑戦の原動力として位置づける。
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経営ビジョン（DXビジョン）の実現に向けたビジネスモデルの方向性・変革について

そのためにDXを手段として

解決すべき自社内部の課題

（※）

農業生産者 食品加工業者 自治体

訓子府機械工業

• 従業員全体のITスキル

低下によるデジタル推

進体制の不備

• 紙媒体依存と手作業

中心の業務プロセスによ

る非効率性

• 属人化・現場間の情報

共有不足による連携不

足機械部品サプライヤー、建設工事会社、石油元売

訓子府機械工業

機械部品サプライヤー、建設工事会社、石油元売

DXによるビジネスモデルの

発展的継続 と 変革

農業生産者 食品加工業者 自治体

これまでのビジネスモデル 経営・DXビジョンを実現するためのビジネスモデル

※2025年8月に全従業員を対象とした 「DXにおける課題調査」 を実施

緊密な連携 緊密な連携

DXを通じて「モノづくりを中心とした現場密着型の企業」から、「デジタルを
活用し、地域の産業を支える企業」へと進化する。農業機械の提供にとど
まらず、複数の事業をデジタルで結びつけ、効率化や利便性を高める仕組
みを形成する。これにより、地域の持続可能な生産・生活基盤を支える存
在へと深化していく。

特定作物に特化した農業機械の開発・製造・販売を中核に、食品加工、
自動車関連、燃料販売、上下水道や土木工事など幅広い事業を展開し
ている。地域の生産現場と密接に結びつき、そのフィードバックを製品やサー
ビスに反映させながら、現場に根差した収益モデルを築いている。

自社のDXを推進

上下水道工事 石油燃料販売

作物別収穫機械

食品加工機械

車検整備

自動車販売

上下水道工事 石油燃料販売

作物別収穫機械

食品加工機械

車検整備

自動車販売
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DX推進に向けた全体像

ビジネスモデルの変革

お客様提供価値の向上 ・ 新規創出

DXビジョンの実現

経営ビジョンの実現

生産性向上 ・ 業務効率化

DX戦略

推進体制の構築ITシステム環境整備 デジタル人材育成と確保

デジタルオプティマイゼーション

デジタルトランスフォーメーション

DX推進・実行

発展的かつ
持続可能なループ
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企業経営及び情報処理技術の活用の具体的な方策（戦略）の決定

DX戦略の策定 と その実行計画
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DX戦略を立てる範囲の定義

デ
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レベル4
顧客体験の変革

レベル7
社会の変革

レベル6
市場での立ち位置の変革

レベル5
市場での競争力の変革

レベル3
取引先も含めた業務改革

レベル2
企業全体の業務改革

レベル1
一部の業務改革

事
業
変
革

定義

範囲 考え方 深さ（DX種類＝得られる成果）

社会

市場

※自社の立ち位置

競争力

※事業成長力

顧客体験

※取引先等も含む

取引先も含めた

組織全体の業務

組織全体の業務

ある特定部門の業務

• 消費者行動、業界内外の構造、

労働構造などの社内の行動や構

造が変革される

• 業界内の構造や市場が変革され

る

• 提供価値が向上する

• 価値向上により、当該企業の市

場での競争力が変革される

• 新たな提供価値を生み出す

• 取引先、顧客などの当該企業外

のプレイヤーの体験が変革される

• 組織内に限らず、取引先を含め

たサプライチェーンが変革される

• 複数業務、部門を跨った業務が

変革される

• 個々の業務、部門の業務が変革

される

• 隣接市場、新規事業展開

• プラットフォームビジネス展開

• 新収益源／サービス、製品の

創出

• 成果分配型事業展開

• 新収益源／サービス、製品の

創出

• 顧客体験高度化

• 在庫と収益のバランス最適化

• 外部（取引先）を巻き込ん

だサプライチェーンの変革

• 生産性改善、既存売上改善

• 生産設備等の最適化

• 財務の最適化

• 売上原価削減

• 販管費削減

一言で

社会を変えた

市場を変えた

競争力を変えた

売り物の価値を高めた

サプライチェーンを
変えた

業務を変えた

一部業務を変えた

段
階
的
な
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

【参考にした考え方】 DX実践手引書 IT システム構築編 ：https://www.ipa.go.jp/digital/dx/hjuojm000000gx4n-att/000094497.pdf

https://www.ipa.go.jp/digital/dx/hjuojm000000gx4n-att/000094497.pdf
https://www.ipa.go.jp/digital/dx/hjuojm000000gx4n-att/000094497.pdf
https://www.ipa.go.jp/digital/dx/hjuojm000000gx4n-att/000094497.pdf
https://www.ipa.go.jp/digital/dx/hjuojm000000gx4n-att/000094497.pdf
https://www.ipa.go.jp/digital/dx/hjuojm000000gx4n-att/000094497.pdf
https://www.ipa.go.jp/digital/dx/hjuojm000000gx4n-att/000094497.pdf
https://www.ipa.go.jp/digital/dx/hjuojm000000gx4n-att/000094497.pdf
https://www.ipa.go.jp/digital/dx/hjuojm000000gx4n-att/000094497.pdf
https://www.ipa.go.jp/digital/dx/hjuojm000000gx4n-att/000094497.pdf
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DX戦略_全体像

• 以下の 3つのDX戦略を掲げ、組織全体のデジタル活用を加速します。

• DX戦略は、2026年〜2028年の3年間で実行するものとして策定します。

DX戦略テーマ①：現場DX（まず触って“気づき”を生むDX）
➢ 現場でタブレットや大型ディスプレイを使ってみるところから始め、使いながら『ここもデジタル化できる』という気づきを引き

出し、改善につなげていく

DX戦略テーマ②：顧客管理DX（まずは“お客様を把握する”ことから）
➢ バラバラになっているお客様情報を一つにまとめ、まずは“お客様を正しく把握できる状態”をつくることで、将来のサービス

向上や事業連携につなげる

DX戦略テーマ③：スマートワークDX（まずは“紙→デジタル”の一歩から）
➢ 受注・仕入・売上などの紙業務をデジタルに置き換え、日常業務のムダをなくし、働きやすさと業務効率を同時に高めて

いく
➢ →受注・仕入・売上などの紙業務や個別管理情報をデジタルで一元管理することで、日常業務の重複作業などのムダ

をなくし、情報共有を円滑に行える環境を作ることで、働きやすさと業務効率を同時に高めていく※現行業務を止めな
いよう並行して進める
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DX戦略_ 実行計画

戦略テーマ 2026年の実施内容 2027年の実施内容 2028年の実施内容

① 現場DX
（まず触って“気づ
き”を生むDX）

・図面・作業指示・要望・掲示板・クレームをみ
んなが見えるデジタル基盤で共有し、「デジタル
で現場が便利になる」を体験
・写真／メモによる簡易記録開始
・現場からデジタル化改善の“気づき”を収集
・遠隔地からデータを収集できるセンサーを必要
領域（スタンド部門）に試験導入（まずは灯
油配達のデータを想定）

・作業ログのデジタル化
・クレーム／不具合を一元管理
・品質改善に使えるデータが溜まり始める
・遠隔地からデータを収集できるセンサーを
顧客導入

・記録データから作業標準を作成
・簡易品質分析を行い、改善サイクル開始
・遠隔地からデータを収集できるセンサーを各
事業に拡大

② 顧客管理DX
（まずは“お客様を
把握する”ことから）

・既存の顧客データ棚卸し
・顧客管理できるシステムをまずは一事業
で導入し記録習慣をつける
・まずは「見える化」から開始

・顧客管理を全事業へ展開（農機／整備
など）
・顧客履歴・アフター情報の蓄積
・受注/仕入/売上との基本連携を開始

③ スマートワーク
DX
（まずは“紙→デジ
タル”の一歩から）

・受注/仕入/売上管理の棚卸、要件定義
・現状と課題整理
・カタログの電子化
・品名、部品、型番の標準用語を定義し用語
統一

・整備したマスタを登録
・仕入〜在庫〜出荷〜売上の試験運用

・受注／仕入／在庫の本格運用
・自社製品におけるタブレットで注文入力
（セキュリティ対策込み）

2026年から2028年までの3年間における実行計画の詳細は、以下の方針で進めてまいります。
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戦略を効果的に進めるための体制の提示

DX戦略の推進_組織づくり
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DX推進プロジェクトチーム
DX推進プロジェクトチーム

DX戦略の推進に必要な体制・組織について（DX専門部署を設立せず、既存部署が主導しながらプロジェクトベースでDXを推進する体制）

• 「実務執行総括責任者：代表取締役社長 松田 謙」 の直轄部署である、「DX推進プロジェクトチーム」 に全社的なDXをマネジメント・ハンドリングする役割を持たせております。
※新たなDX専門部署を設立するよりも、経営層を含めた意思決定スピード及び社内影響力などを考慮して、実態にフィットしており、円滑にDXが推進できると判断しました。

• また、DX戦略及びDX推進計画を基にDX推進プロジェクトを複数立ち上げつつ、実務を担う現場からのメンバーアサインをした上で全社を巻き込んで推進していく体制といたします。

実務執行総括責任者：代表取締役社長 （松田 謙）

⚫ DX戦略の統括と意思決定の迅速化

➢ 経営層直轄の組織として、全社DX
を統括し、迅速な意思決定を支援

⚫ 全社DXのマネジメント・ハンドリング

➢ DX推進の全体最適を図り、各部
門との連携を強化しながら施策の実
行を管理

⚫ DX人材の育成と組織全体への定着

➢ DXリテラシー向上のための研修や、
社内へのDX文化の浸透を促進し、
持続的な変革を促す

外部支援機関等

メーカー・取引先等

北海道経産局等

連携・支援

各本部 ・ 各事業部 ・ 各営業店

外部パートナー

⚫ DX施策の具体的な企画・実行

➢ 機械部・総務部の指針に基づき、

各部門のメンバーと連携しながら具

体的なDX施策を実行

⚫ 業務改善とデジタル活用の促進

➢ 既存業務の課題を分析し、デジタル

技術を活用した業務効率化やプロ

セス変革を推進

DX推進プロジェクトチーム機械部・総務部

課題把握 ・ 要望収集 ・ 周知 ・ プロジェクトアサイン依頼など 適切なメンバーアサイン

報告 ・ 意思決定依頼 ／ 承認 ・ 指示

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化

推
進
リ
ー
ダ
ー
ア
サ
イ
ン

統括

DX推進全体のアドバイス

DXソリューションの知見獲得

DX推進の知見獲得

経営トップとしての

情報発信
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持続的なDX推進サイクルについて

• お客様満足度向上／工数・コスト削減など、「実利」 を伴う成功体験を重ねつつサイクルを回すことで、持続可能なDX推進を目指します。

業務課題

変革に向けた気づき
課題 ・ 気づきの収集 DXプロジェクト検討 デジタル化・DX実行

達成指標に準じた

効果計測 ／ 評価

全従業員 機械部・総務部
機械部・総務部

（DX推進プロジェクトチーム）

お客様満足度の向上／工数・コスト削減などの 「実利」 を伴う成功体験の積み重ね

グループウェアなどを活用した

課題・気づき収集の仕組み

機械部・総務部

（DX推進プロジェクトチーム）

経営トップの積極的な関与・意思決定・情報発信など
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戦略を効果的に進めるための体制の提示

DX戦略の推進_デジタル人材の育成・確保
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デジタル人材の育成・確保戦略_全体像

⚫ デジタル人材の確保・育成戦略①：現場DXを回せる現場DX推進リーダーを育てる

⚫ デジタル人材の確保・育成戦略②：顧客管理DXを引っ張る顧客データ活用リーダーを育てる

⚫ デジタル人材の確保・育成戦略③：スマートワークDXを支える紙業務改革リーダーを育てる

• 以下の 3つのデジタル人材の育成・確保戦略を掲げ、組織全体のデジタル活用を加速します。

• デジタル人材の育成・確保戦略は、2026年〜2028年の3年間で実行するものとして策定します。

DX戦略テーマ①：現場DX（まず触って“気づき”を生むDX）

DX戦略テーマ②：顧客管理DX（まずは“お客様を把握する”ことから）

DX戦略テーマ③：スマートワークDX（まずは“紙→デジタル”の一歩から）

専門の人材を確保は現時点で考えておらず、必要に応じて外部委託（外注）をすることで補完する
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デジタル人材の育成・確保戦略 _ 実行計画

戦略テーマ 2026年の実施内容 2027年の実施内容 2028年の実施内容

①現場DXを回せる
現場DX推進リー
ダーを育てる

• 各部門から現場DX推進リーダー候補を選出する
• タブレット入力の手順書を現場リーダー主体で作

る
• 写真付き作業記録を月１，２本必ず登録させ

る

• DX推進リーダーで月1回の改善会を開く
• 作業ログから不具合事例を抽出する役割を任せ

る
• ベテランと若手で標準作業を動画撮影して残させ

る

• 現場データを見て改善案を月1件出させる
• 分析の結果を現場ミーティングで解説させる
• DX推進リーダー経験者を次の候補者のOJT担

当にする

②顧客管理DXを
引っ張る顧客データ
活用リーダーを育て
る

• 事業ごとに顧客データ担当者を一人ずつ指名す
る

• 現在の業務フローと要望を整理する
• 定期的に担当者含めた数名で確認し議論する

• 1事業で顧客管理CRMを担当者が推進する
• 若手含めてメンバーで共同で入力することでOJT

を図り、改善点を洗い出す

• 顧客履歴を使った提案事例を各部門で共有させ
る

• 顧客管理システムの操作を新人・中途採用者向
けのOJT項目に組み込む

③スマートワークDX
を支える紙業務改
革リーダーを育てる

• 部門ごとに紙業務の棚卸担当を一人指名する
• 受注から売上までの紙伝票の流れを手書きで見

える化させる

• ワークフロー試行用の少人数チームを現場から選
ぶ

• 紙からデジタルに変えた手順を簡単マニュアルに落
とす

• 外部ITパートナーとの打合せに紙業務担当を同
席させる

• 在庫や出荷の入力担当者にペアでOJTを実施さ
せる

• 2026年から2028年までの3年間における実行計画の詳細は、以下の方針で進めてまいります。

• 「人材活用ガイドライン」 の考え方を十分に取り込み策定しています。特に、「中核人材育成型」 「業務人材育成」 の考え方を重要視して策定しました。

人材活用ガイドライン（https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/koyou/hitodebusoku/guideline/guideline.pdf）

https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/koyou/hitodebusoku/guideline/guideline.pdf
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最新の情報処理技術を活用するための環境整備の具体的方策の提示

DX戦略の推進_ITシステム環境 及び ITシステム環境整備計画
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ITシステム環境整備計画

前項のDX戦略テーマを実現するためのITシステム環境整備計画の詳細は、以下の方針で進めてまいります。

実施概要 2026年の実施内容 2027年の実施内容 2028年の実施内容

① 現場DX
（触る → 慣れる
ツール導入）

・大型ディスプレイ／タブレット導入
・試行しながら、使い道や活用方法を検討
・図面／要望の共有システム環境整備
・写真・メモの簡易デジタル記録の試験開始
・灯油配達管理用IoTセンサーを一部導入
しデータ収集

・タブレットを必要な部門（営業・修理部
門）へ展開
・クレーム/不具合管理DB構築
・品質改善のためのデータ蓄積基盤（簡
易）整備
・灯油配達管理用IoTセンサー顧客導入

・品質分析用BI導入
・作業標準・教材作成ツール整備
・IoTセンサー必要領域へ拡大

② 顧客管理DX
（CRMで“お客様を
一元管理”）

・顧客データを整理し、情報を棚卸する
（名寄せ）

・顧客管理システムとして、CRM簡易版導
入（１事業で展開）
・入力ルールの最小設計

・CRMを全事業へ展開
・受注／仕入／売上データとの基本連携
・顧客履歴／接点管理の運用開始

③ スマートワーク
DX
（紙業務からの脱
却）

・受注／仕入／売上管理システム導入準備
・商品マスタ／部品マスタ整備
・現場でのデモンストレーション。カタログ電子
化し確認できるかを実際の業務の流れにそっ
て確認する

・契約システムの試験導入
・タブレットにより契約書の記入試験運用
・試験結果から改善を図る
・本格導入の判断

・仕入〜在庫〜出荷のワークフロー化
・定型業務の電子化
・契約システム本格運用（重複作業の排
除）
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戦略の達成状況に係る指標の決定

成果指標の設定 ・ DX戦略の見直し
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DX戦略の達成度を測る指標

実施概要 2026年の実施内容 2027年の実施内容 2028年の実施内容

① 現場DX
（まず触って“気づき”
を生むDX）

• KPI①：大型モニターで情報発信し全員
に共有：月2,3回

• KPI②：大型モニターによる毎月の会議
• KPI③：センサー試験導入台数：100

台

• KPI①：不具合登録率：100％
• KPI②：スタンド部門のセンサー導入件

数：前年の倍増を目指す
• KPI③：品質分析会議実施回数：月1

回

• KPI①：主要業務の標準作業手順書
整備率：80％

• KPI②：クレームの再発率：前年度比3
割削減

• KPI③：センサー導入活用した配送及び
配送管理業務を前年比3割減

② 顧客管理DX
（まずは“お客様を把
握する”ことから）

• KPI①：顧客データの棚卸し：80%
• KPI①：1事業のCRMへの顧客データ登

録件数：80％達成

• KPI①：既存顧客データ登録件数：全
体の80％達成

• KPI②：顧客マスタの住所・電話情報完
備率：80％

• KPI③：担当者名入力済みの顧客比
率：60％

③ スマートワークDX
（まずは“紙→デジタ
ル”の一歩から）

• KPI①：商品マスタ／部品マスタ整備。
部品番号、管理番号、部品名の整備：
90%以上

• KPI②：カタログの電子化：100%

• KPI①：整備したマスタの登録率：
100％

• KPI②：受注仕入発注のいずれかの試
験運用：30％

• KPI①：受注・仕入・売上の現状フロー
可視化率：80％

• KPI②：自社製品における注文のタブ
レット入力：80％

• KPI③：二重転記が発生する業務件
数：現状の半減

DX戦略の達成度を測る指標は、各DX戦略テーマに対して以下のように定めます。
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サイバーセキュリティに関する対策の的確な策定及び実施

DX戦略の推進_サイバーセキュリティ
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サイバーセキュリティ対策につて

2025年10月01日に制定した、「情報セキュリティ基本方針」 に基づき、全社で情報・サイバーセキュリティ対策に取り組みます。

情報セキュリティ基本方針

訓子府機械工業株式会社（以下、当社）は、当社の情報資産を事故・災害・犯罪などの脅威から守り、お客様ならびに社会の信頼に応えるべく、以下の方

針に基づき全社で情報セキュリティに取り組みます。

1.経営者の責任

当社は、経営者主導で組織的かつ継続的に情報セキュリティの改善・向上に努めます。

2.社内体制の整備

当社は、情報セキュリティの維持及び改善のために組織を設置し、情報セキュリティ対策を社内の正式な規則として定めます。

3.従業員の取組み

当社の従業員は、情報セキュリティのために必要とされる知識、技術を習得し、情報セキュリティへの取り組みを確かなものにします。

4.法令及び契約上の要求事項の遵守

当社は、情報セキュリティに関わる法令、規制、規範、契約上の義務を遵守するとともに、お客様の期待に応えます。

5.違反及び事故への対応

当社は、情報セキュリティに関わる法令違反、契約違反及び事故が発生した場合には適切に対処し、再発防止に努めます。

• 「SECURITY ACTION制度」 に基づき、二つ星の宣言をしています。（自己宣言ID取得日：2025年12月5日）

• 情報セキュリティ基本方針は、こちら（当社ホームページ内）で公開しています。

https://www.kunneppukikai.com/wp/wp-content/uploads/2025/12/information-security-policy.pdf
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